
 
２年６組５班の活動報告です。丹羽悠太 加藤玲介 中村琉人     

今瀬裕喜 渡邉優太郎 後藤樹斗 

◇ 研究テーマ「脱フードロス」                                         

現在家庭内では、フードロスが広がっている。 

現在、日本の１年間の食品ロスは、約６１２万トン、東京ドーム約５杯分となります。 

【関連するSDGs（アイコン）】 

 
 

◇ 実践したこと （フィールドワークなどで調べて分かったこと）                                  

とれったひろば関へ行ってフードロスに関してどのような取り組みをしているか調べた。 

とれったひろば関では実際に企業が工夫してお客様に対してフードロスの解決に向けての提

案をしている。 

◇ 提案                                          

余ったものをお菓子にしてできるだけ生ごみを減らしていく。 

インスタグラムなどの SNSに呼びかけを行う。 

残さずなるべく食べるようにする。 

消費期限、賞味期限の早い食べ物から食べていく。 

◇ 活動を通じて考えたこと                               

ごはんを残さずに食べようと思った。   

フードロスに対する意識が深まった。   

フードロスを減らすためにじぶんができることをやりたい。 

フードロスに対する意識が変わった。 

フードロスは企業としても工夫して取り組んでいると分かった。 

フードロスに対して様々な対策が打てることを知った。 

フードロスのない世界にしたい。 

食べない部分をおいしく食べられるようなレシピを知っていきたい。 
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